
２００７年６月３０日（土）１６：００～１７：２０

知財人材育成 知財人材育成 知財制度論 知財制度論

座長　杉光一成（金沢
工業大学教授）

座長　隅蔵康一（政策
研究大学院大学准教
授）

座長　林紘一郎（情報
セキュリティ大学院大
学　副学長）

座長　諏訪野大（近畿
大学准教授）

16:00 1A1 1B1 1C1
○岡本和彦（宇部興産
㈱知的財産部）

○隅蔵康一（政策研究
大学院大学）

○久野敦司（SMIPS特
許戦略工学分科会）

出口昌信（同） 西村由希子（東京大
学）

0 0

山口大学に対する知的
財産情報教育支援２０
０６－山口大学におけ
る特許情報インストラ
クター育成－

知的財産マネジメント
人材の経験・知識・ス
キル

協創と地球環境保護の
時代に向けた知的財産
権制度

・・・・・・・・・・・・・４４ ・・・・・・・・・・・・・７０ ・・・・・・・・・・・・・９２ ・・・・・・・・・・・・・１２２
1A2 1B2 1C2 1D2
○李 娜（早稲田大学
大学院法学研究科）

○妹尾堅一郎（東京大
学国際・産学共同研究
センター）

○滝田清暉（IP国際技
術特許事務所）

○土佐一仁（千葉大学
大学院専門法務研究
科）

ジュタティップ ヴ
ティパラム(千葉大学
法経学部法学科) 、青
山紘一（千葉大学大学
院専門法務研究科）

0 0 松縄正登（特許庁）、
青山紘一（千葉大学大
学院専門法務研究科）

知財専攻外国人留学生
からの報告

知財専門周辺人財～そ
の誕生と専門職への進
化～

商標の特別顕著性の判
断主体について

知財高裁大合議事件の
検証

・・・・・・・・・・・・・４８ ・・・・・・・・・・・・・７４ ・・・・・・・・・・・・・９６ ・・・・・・・・・・・・・１２６
1A3 1B3 1C3 1D3
○井上 一（知財ビジ
ネスアカデミー委員
長）

○妹尾堅一郎（東京大
学国際・産学共同研究
センター）

○鈴木雄一（東京理科
大学総合研究機構）

○西正 稔

笹島富二雄（同委
員）、遠山勉（同委
員）

0 玉井克哉（東京大学先
端科学技術研究セン
ター）

0

日本弁理士会知財ビジ
ネスアカデミーでの人
材育成活動

知財関連科目の実務家
教員育成

所在不明実演家の権利
処理に関する研究

誰がために特許法35条
は存在する？

・・・・・・・・・・・・・５２ ・・・・・・・・・・・・・７８ ・・・・・・・・・・・・・１００ ・・・・・・・・・・・・・１３０
1A4 1B4 1C4 1D4
○長谷川和宏（株式会
社リバネス）

○妹尾堅一郎（東京大
学国際・産学共同研究
センター）

○土屋雄大（青山学院
大学大学院ビジネス法
務専攻）

○工藤正晴(政策研究
大学院大学　政策研究
科)

丸 幸弘（㈱ﾘﾊﾞﾈｽ、政
策研究大学院大学）、
宇田真弓（㈱ﾘﾊﾞﾈ
ｽ）、塚田周平（㈱ﾘﾊﾞ
ﾈｽ、東京大学）、日野
愛子（㈱ﾘﾊﾞﾈｽ、東京
農工大学）、石澤敏洋
（㈱ﾘﾊﾞﾈｽ、東京大
学）、石川広平
（同）、隅蔵康一（政
策研究大学院大学）

0 菊池純一（同）、田中
康之（青山学院大学大
学院法学研究科附置ビ
ジネス・ローセン
ター）

0

若手研究者のキャリア
意識と社会における特
徴

知財ポストグラジュエ
イト・ディプロマの可
能性～概念、モデル、
カリキュラム～

職務発明における手続
保障の不安定性－民事
訴訟から和解プロセス
を事例として－

データベースの知的財
産制度に基づく保護

・・・・・・・・・・・・・５６ ・・・・・・・・・・・・・８２ ・・・・・・・・・・・・・１０４ ・・・・・・・・・・・・・１３４
17:20
休憩

一般発表セッション

16:20

16:40

17:00



２００７年６月３０日（土）１７：３０～１８：５０

座長　村松浩幸（三重
大学助教授）

座長　菊池純一（青山
学院大学教授）

座長　加藤浩（政策研
究大学院大学助教授）

1A5 1B5＜インテンシブ＞ 1C5 1D5
○松原幸夫（新潟大学
社会連携研究セン
ター）

○妹尾堅一郎（東京大
学国際・産学共同研究
センター）

○田中辰雄（慶応大学
経済学部）

○中村　仁（日本弁理
士会）

0 0 林紘一郎(情報セキュ
リティ大学院大学)、
丹治吉順（朝日新聞be
編集部）

0

欧米型発明創造技法と
日本の伝統的創造技法
との比較

東大先端研「知財マネ
ジメントスクール」５
年間の歩みと成果

著作権保護期間延長問
題についての経済的考
察

意匠法3条2項（創作容
易性）に関する判決例
の研究

・・・・・・・・・・・・・６０ ・・・・・・・・・・・・・８６ ・・・・・・・・・・・・・１０８ ・・・・・・・・・・・・・１３８
1A6 1C6＜インテンシブ＞ 1D6
○北岡康夫（大阪大学
大学院工学研究科）

（インテンシブセッ
ション続き）

林紘一郎（情報セキュ
リティ大学院大学副学
長・教授）

○中塚雅也（青山特許
事務所、日本弁理士会
ソフトウェア委員会）

森勇介（同）、辻丸光
一郎（辻丸国際特許事
務所）

0

知的財産権活動におけ
るコミュニケーション
の必要性

無方式主義下の著作権
登録制度

ビジネスモデル特許に
対する審査応答手法の
一考察

・・・・・・・・・・・・・６４ ・・・・・・・・・・・・・１１２ ・・・・・・・・・・・・・１４２
1A7 1D7
○上條由紀子（慶應義
塾大学デジタルメディ
ア・コンテンツ統合研
究機構）

（インテンシブセッ
ション続き）

○清水　義憲（日本弁
理士会）

金 正勲（同）
戦略的標準化人材育成
プログラムの策定とそ
の実施

医薬発明の進歩性につ
いて―最近の判決・審
決を中心として―

・・・・・・・・・・・・・６８ ・・・・・・・・・・・・・１４６
18:30 1C8 1D8

○諏訪野大（近畿大学
法学部）

○和泉　玲子（東京大
学大学院法学政治学研
究科法曹養成専攻）
0 伊藤　弘好（同）、青
山紘一（千葉大学大学
院専門法務研究科）

著作権信託における2
業法について

インターネットサービ
スと著作権

・・・・・・・・・・・・・１１８ ・・・・・・・・・・・・・１５０
18:50

17:30

17:50

18:10

一般発表セッション



２００７年６月３０日（土）１６：００～１７：２０

産学連携及び新規事業
知財技術情報の戦略的

活用と管理
知財技術情報の戦略的

活用と管理
知財会計･評価と経営

問題
知財会計･評価と経営

問題
座長　藤田隆史（東京
大学 産学連携本部長
教授）

座長　谷川英和（弁理
士）

座長　鈴木公明（東京
理科大学准教授）

座長　加藤浩一郎（金
沢工業大学教授）

座長 土井宏文（ ｼﾞｬ
ﾊﾟﾝ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｺﾝﾃﾝﾂ信
託㈱代表取締役社長）

16:00 1E1 1F1 1G1 1H1 1I1
○橋本正洋（NEDO新エ
ネルギー・産業技術総
合開発機構）

○吉澤和希子（弁理
士）

○加藤直規（広島市立
大学　産学官連携推進
室）

○原田 隆（（独）産
業技術総合研究所　産
学官連携推進部門）

○恩田 学（グロー
リー・トータル・マネ
ジメント㈱）

梶川裕矢（東京大学工
学系研究科）、武田善
行（同）、坂田一郎
（同）、松島克守

0 0 0 山内暁（多摩大学）、
田口聡志（同志社大
学）

ナショナルイノベー
ションシステム構築の
ための構造改革的政策
の展開と大学機能

ブランド・リーガル・
マネジメント

企業における技術導入
とその多様化効果　－
特許サブクラス分類を
使ったミクロ分析－

信託の機能と倒産隔離 コンテンツビジネスに
係る証券化の会計

・・・・・・・・・・・・・１５４ ・・・・・・・・・・・・・１８６ ・・・・・・・・・・・・・２１４ ・・・・・・・・・・・・・２４６ ・・・・・・・・・・・・・２７４
1E2 1F2 1G2 1H2 1I2
○橋本正洋（（独）新
エネルギー・産業技術
総合開発機構）

○菊池純一（青山学院
大学大学院ビジネス法
務）

○笠井秀明（大阪大学
大学院工学研究科）

○山口智弘（大和証券
投資信託委託）

○上田昌平（ＮＲＩサ
イバーパテント㈱）
※東京理科大学大学院
在学中の出稿

山田宏之（同）、福田
敦史（同）

田中芳夫(同） 堀口明子（同）、国方
伸一（同）、中西　寛
（同）、Wilson
Agerico Tan Diño（大
阪大学大学院理学研究
科）

0 0

ナショナルイノベー
ションシステムにおけ
る研究開発独立行政法
人の今後の役割につい
て

インターオペラビリ
ティの知財戦略とアウ
トカム・テスト

大学における高等研モ
デルを適用した共同研
究運営と社会人学生教
育のケーススタディー

無形資産価値評価モデ
ルについて

最適資本構成理論と知
財ファイナンスの関係

・・・・・・・・・・・・・１５８ ・・・・・・・・・・・・・１９０ ・・・・・・・・・・・・・２１８ ・・・・・・・・・・・・・２５０ ・・・・・・・・・・・・・２７８
1E3 1F3 1G3 1H3 1I3
○田中秀穂（京都大学
医学研究科知的財産経
営学コース）

○山下 博（ヤマシ
タ・アソシエ）

○高橋 徹（東京工業
大学大学院ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ研究科 博士課
程）

○田中康之（青山学院
大学大学院　法学研究
科　ビジネスロー・セ
ンター）

○竹田由美子（青山学
院知的資産連携機構）

0 0 佐伯とも子（東京工業
大学ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
研究科）、中川秀敏
（同）

染谷昌嗣（同）、土屋
雄大（青山学院大学大
学院　ビジネス法務専
攻）

菊池純一（青山学院法
学部法学研究科ビジネ
ス法務専攻）

バイオ･創薬・医療分
野における長期･大型
産学連携　ケース研究

知財広報の提案 光触媒酸化チタン技術
の要素技術の組合せの
特許発明の分析

ＴＶコンテンツの資産
評価論理

青山学院知財クリニッ
クにおける知財アウト
カム・マネジメントと
の実際とこれからの人
材育成

・・・・・・・・・・・・・１６２ ・・・・・・・・・・・・・１９４ ・・・・・・・・・・・・・２２２ ・・・・・・・・・・・・・２５４ ・・・・・・・・・・・・・２８２
1E4 1F4 1G4 1H4 1I4
○大辻 聡（東京理科
大学 専門職大学院
総合科学技術経営研究
科）

○金間大介（文部科学
省科学技術政策研究
所）

○山崎 勇（東京理科
大学 総合科学技術経
営研究科 知的財産戦
略専攻）

○原田 隆（（独）産
業技術総合研究所　産
学官連携推進部門）

○中島万寿代

0 奥和田久美（同）、三
浦義弘（㈱三菱総合研
究所）、瀬川友史
（同）、高橋寿夫
（同）、塩谷克彦（東
北大学産学連携推進本
部）

鈴木公明（同） 北口成行（（財）電力
中央研究所  知的財産
センター）、松本謙太
郎（東京商工会議所）

0

大学の特徴を活かした
産学連携手法の考察～
出願情報からみえる大
学の地域、規模別の産
学連携の特徴～

パテントマップを用い
た大学発特許の可視化
プロジェクト―東北大
学の事例―

経験価値の創造を活用
した競争優位の戦略に
おける知的財産

中小企業会計基準の意
義と知的財産情報開示
拡充の必要性

模倣の発生要因に対す
る経済的分析

・・・・・・・・・・・・・１６６ ・・・・・・・・・・・・・１９６ ・・・・・・・・・・・・・２２６ ・・・・・・・・・・・・・２５８ ・・・・・・・・・・・・・２８６
17:20
休憩

一般発表セッション

16:20

16:40

17:00



２００７年６月３０日（土）１７：３０～１８：５０

座長　小蒲哲夫（東京
大学 産学連携本部 教
授）

座長　小野菜穂子
(AIPPI Japan 主任研
究員)

座長　佐伯とも子（東
京工業大学教授）

座長　石井康之（東京
理科大学教授）

座長　各務茂夫（東京
大学産学連携本部 教
授）

1E5 1F5＜インテンシブ＞ 1G5 1H5 1I5＜インテンシブ＞
○鈴木真也（北海道大
学知的財産本部）

○谷川英和（ＩＲＤ国
際特許事務所，京都大
学）

○茂手木智一（知的財
産マネジメント研究会
特許戦略工学分科会）

○芝坂佳子（あずさ監
査法人知的財産戦略
室）

○仙石慎太郎（東京大
学　大学院薬学系研究
科）

須佐太樹（同）、内海
潤（同）

新森昭宏（ｲﾝﾃｯｸ・ｳｪ
ﾌﾞ・ｱﾝﾄﾞ・ｹﾞﾉﾑ・ｲﾝﾌｫ
ﾏﾃｨｸｽ(株)）、大屋由
香里（同）、奥村学
（東京工業大学）、難
波英嗣（広島市立大
学）

久野敦司（同）、片岡
敏光（同）、赤間　淳
一（同）、谷川英和
（ＩＲＤ国際特許事務
所）

0 柴山創太郎（同）、木
村廣道（同）

産学連携におけるマッ
チングのベストプラク
ティスへのアプローチ

特許明細書の作成・分
析・評価を支援する統
合的特許工学支援シス
テム

請求項記述言語
（PCML）による特許文
章の構造化

非財務情報開示の最新
動向と企業経営への影
響について

製薬企業の合併・統合
プロセスにおけるナ
レッジ・マネジメント

・・・・・・・・・・・・・１７０ ・・・・・・・・・・・・・２００ ・・・・・・・・・・・・・２３０ ・・・・・・・・・・・・・２６２ ・・・・・・・・・・・・・２９０
1E6 1G6 1H6
○宮里大八（㈱沖縄
TLO）

（インテンシブセッ
ション続き）

○宇津真治 ○松尾 茂（金沢工業
大学大学院知的創造シ
ステム専攻）

（インテンシブセッ
ション続き）

宜保　友理子（同） 0 加藤浩一郎（同）

沖縄における知的財産
戦略事業について

中小製造業の特許戦略
のあり方

中小規模種苗メーカに
おける植物育成者権取
得可否判断手法

・・・・・・・・・・・・・１７４ ・・・・・・・・・・・・・２３４ ・・・・・・・・・・・・・２６６
1E7 1F7 1G7 1H7 1I7
○可児久美子（ＮＰＯ
法人ＫＧＣ）

○山口 智弘（大和証
券投資信託委託）

○出川 通（㈱テク
ノ・インテグレーショ
ン）

○岡山賢治（あずさ監
査法人　第３事業部）

○水野浩児（追手門学
院大学）

柴田有三（同） 0 0 0 0
国境を超える「産学連
携」プロジェクト創出
について

知的財産報告書の発刊
と株価動向

知的資産の棚卸しにお
けるマーケティングの
役割の考察と実施事例

コンテンツファンドに
おける所得税

知的財産を活用した資
金調達スキームと問題
点

・・・・・・・・・・・・・１７８ ・・・・・・・・・・・・・２０６ ・・・・・・・・・・・・・２３８ ・・・・・・・・・・・・・２７０ ・・・・・・・・・・・・・２９６
18:30 1E8 1F8 1G8

○芦田耕一（東京大学
大学院薬学系研究科）

○一瀬信敏（札幌医科
大学附属産学・地域連
携センター）

○出川 通（㈱テク
ノ・インテグレーショ
ン）

木村廣道（同） 石埜 正穂（札幌医科
大学医学部衛生学講
座）

0

基盤技術型バイオベン
チャーのビジネスモデ
ル構築

知財活用分野における
大学間協定の運用に関
する調査

新規事業展開における
企業規模別の知財マネ
ジメント時系列的モデ
ル

・・・・・・・・・・・・・１８２ ・・・・・・・・・・・・・２１０ ・・・・・・・・・・・・・２４２

一般発表セッション

17:30

17:50

18:10

18:50


